
　
ド
ラ
ゴ
ン
級
が
釣
れ
盛
る
「
Ｘ
デ
ー
」
は

あ
っ
た
も
の
の
、
秋
を
迎
え
大
中
小
混
じ
り

と
い
う
の
が
現
在
の
東
京
湾
タ
チ
ウ
オ
事
情
。

　
テ
ン
ヤ
に
掛
か
り
に
く
い
小
型
に
翻
弄
さ

れ
、
中
型
の
元
気
の
よ
さ
に
驚
き
、
待
ち

焦
が
れ
た
ド
ラ
ゴ
ン
に
歓
喜
す
る
。
見
方
を

変
え
れ
ば
実
に
タ
チ
ウ
オ
ら
し
い
釣
れ
方
で
、

釣
り
人
は
様
ざ
ま
な
手
を
尽
く
し
て
楽
し
ん

で
い
る
。

　
そ
ん
な
東
京
湾
で
ド
ラ
ゴ
ン
を
追
い
求
め

る
富
所
潤
さ
ん
は
「
ひ
と
つ
の
釣
り
方
を
究

め
、
ブ
レ
ず
に
続
け
る
こ
と
」
を
ド
ラ
ゴ
ン

獲
得
の
カ
ギ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
釣
り
方
が
「
省
エ
ネ
バ
イ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
」。
手
順
は
シ
ン
プ
ル
。
竿
先
を
水
平

や
や
下
に
構
え
、
弾
く
よ
う
に
小
さ
く
シ
ャ

ク
り
つ
つ
、
竿
が
下
が
る
瞬
間
、
わ
ず
か
に

リ
ー
ル
の
ハ
ン
ド
ル
に
触
れ
る
よ
う
に
巻
く
。

　
動
作
は
断
続
的
か
つ
最
少
限
で
、
テ
ン
ヤ

は
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
よ
う
に
小
刻
み
に
動

き
続
け
る
。

　
東
京
湾
で
流
行
し
て
い
る
バ
イ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
釣
法
の
中
で
最
も
小
さ
な
動
作
で
、
効

率
よ
く
テ
ン
ヤ
を
動
か
す
。
ゆ
え
に
「
省
エ

ネ
」
と
い
う
わ
け
だ
。

「
省
エ
ネ
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な
の

が
竿
の
硬
さ
と
感
度
で
す
。
竿
が
軟
ら
か
い

と
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
、
入
力
に

対
し
て
テ
ン
ヤ
の
動
き
が
鈍
く
な
り
ま
す
」

　
富
所
さ
ん
が
手
に
し
て
い
る
の
は
シ
マ
ノ

最
高
峰
の
新
テ
ン
ヤ
タ
チ
ウ
オ
ロ
ッ
ド
「
サ

ー
ベ
ル
マ
ス
タ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド
」。
２
モ
デ

其
の
二
十
四 

三
浦
半
島
走
水
港
出
船
の
タ
チ
ウ
オ

テンヤ、テンビンが入り混じる東京湾
のタチウオ船団は動きを止めて密集
することが多く、独特の風景となる

○富所 潤　タチウオをはじめ船釣り全般、ティップ
エギング、メタルスッテゲームなど、船のライトゲ
ーム、「楽しむ釣り」の最先端を行く

東
京
湾
・
ド
ラ
ゴ
ン
へ
の
最
短
距
離

※
月
１
掲
載

【
連
載
】
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